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醍醐寺義演准后の教学活動

　
　
　

�［
要
旨
］
近
世
醍
醐
寺
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
義
演
准
后
〔
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
～
寛
永

三
年
（
一
六
二
六
）〕
は
、
醍
醐
寺
の
み
な
ら
ず
真
言
宗
教
団
に
お
い
て
様
々
な
改
革
を
行
っ

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
特
に
寺
内
に
お
い
て
は
寺
域
の
整
備
に
と
ど
ま
ら
ず
事
相
・
教
相

の
教
学
興
隆
を
目
指
し
た
。
近
年
の
醍
醐
寺
の
教
相
研
究
は
中
世
を
中
心
に
検
討
さ
れ
て

お
り
、
本
稿
で
は
近
世
初
期
の
義
演
の
事
例
に
注
目
し
た
。
特
に
、
義
演
に
よ
る
毎
月
論

義
再
興
の
中
に
見
ら
れ
る
義
演
の
教
相
に
関
わ
る
認
識
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。

　
　
　

�　

ま
ず
、
一
時
廃
絶
し
た
毎
月
論
義
は
大
き
く
二
度
に
わ
た
っ
て
再
興
が
な
さ
れ
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
ま
ず
一
章
で
は
初
度
の
再
興
と
「
新
義
」
真
言
教
学
、
二
章
で
は
二
度
目
の

再
興
と
「
古
義
」
真
言
教
学
に
つ
い
て
、
義
演
の
認
識
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
こ
の
論

義
再
興
に
は
、
各
々
の
教
学
を
代
表
す
る
寺
院
の
学
僧
の
助
力
と
、
そ
の
寺
院
の
論
義
と

の
比
較
に
よ
り
、
義
演
が
そ
れ
ら
を
区
別
し
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
義
科
に
注
目
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
三
章
で
は
、
中
世
後
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て

の
真
言
論
義
の
内
実
と
共
に
、
教
学
を
相
承
す
る
寺
院
を
、
義
演
が
「
古
義
」
と
「
新
義
」

に
区
別
す
る
判
断
材
料
と
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。

　
　
　

�　

こ
の
よ
う
に
義
演
は
「
古
義
」・「
新
義
」
を
区
別
す
る
な
か
で
、
義
演
は
「
古
義
」
を
優

先
し
な
が
ら
も
、「
新
義
」
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
当
時
退
転
し
て
い
た
教
相
、
さ
ら
に

は
真
言
教
学
の
発
展
に
尽
力
し
た
。
そ
し
て
義
演
は
後
世
に
わ
た
る
教
学
修
学
の
存
続
を

望
ん
だ
が
、
そ
の
願
い
を
受
け
継
ぐ
か
の
よ
う
に
、
後
学
に
よ
る
「
新
義
」
教
学
の
受
容

が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
っ
た
。

　
　
　
［
キ
ー
ワ
ー
ド
］�

義
演
・
教
相
・
毎
月
論
義
・
古
義
・
新
義

姜
　
　
　
錫
　
正

　
醍
醐
寺
義
演
准
后
の
教
学
活
動

　
　
　
　
　
―
―
毎
月
論
義
再
興
に
見
る
義
演
の
「
古
義
」・「
新
義
」
認
識
―
―

　
　
　

は
じ
め
に

　

近
世
に
醍
醐
寺
を
再
興
し
た
義
演
准
后
〔
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
～
寛
永
三
年

（
一
六
二
六
）〕
は
、
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
に
十
二
歳
で
醍
醐
寺
の
三
宝
院

門
跡
と
な
る
べ
く
入
寺
し
て
以
来
、
醍
醐
寺
の
み
な
ら
ず
真
言
宗
教
団
に
お
い
て

様
々
な
改
革
を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
寺
内
に
お
い
て
は
、
天
正
四
年

（
一
五
七
六
）
に
醍
醐
寺
座
主
に
補
任
さ
れ
、
寺
域
の
整
備
に
加
え
事
相
・
教
相
の

教
学
興
隆
を
目
指
し
た
。中
で
も
生
涯
に
わ
た
り
内
外
典
の
収
集
・
編
纂
に
尽
力
し
、

法
会
等
の
再
興
に
励
ん
だ
こ
と
が
特
記
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
痕
跡
が
、
文
禄
五
年

（
一
五
九
六
）
か
ら
義
演
が
入
滅
し
た
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
ま
で
の
記
事
を
収

め
た
『
義
演
准
后
日
記
』（
以
下
、『
義
演
日
記
』
と
略
記
）
や
、
義
演
編
纂
の
『
醍

醐
寺
新
要
録（

（
（

』（
以
下
、『
新
要
録
』
と
略
記
）、
そ
し
て
経
典
聖
教
等
の
書
写
が
『
醍

醐
寺
文
書
聖
教
』（
以
下
、『
醍
』
と
略
記
）
の
中
に
少
な
か
ら
ず
確
認
で
き
る
。
一
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方
で
、
寺
外
に
お
い
て
は
天
正
四
年
（
一
五
九
四
）
に
根
来
寺
座
主
、
文
禄
三
年

（
一
五
九
四
）
に
は
東
寺
長
者
に
宣
下
さ
れ（

（
（

、
後
七
日
御
修
法
を
再
興
す
る
な
ど
、

真
言
宗
教
団
の
発
展
を
主
導
し（

（
（

、
さ
ら
に
は
修
験
道
当
山
派
の
確
立
に
務
め
た（

（
（

。
こ

の
よ
う
に
義
演
は
中
世
か
ら
近
世
に
お
け
る
寺
院
社
会
の
変
革
期
に
あ
っ
て
、
重
要

な
功
績
を
残
し
た
。

　

そ
こ
で
、
本
論
で
は
主
に
義
演
の
教
学
振
興
に
注
目
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
醍
醐

寺
に
お
け
る
教
学
活
動
や
、
義
演
に
よ
る
教
相
・
教
学
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て

は
、
ま
ず
永
村
眞
氏
に
よ
る
「
中
世
醍
醐
寺
の
教
相
と
論
義
」
が
あ
る（

（
（

。
永
村
氏
は

中
世
寺
院
・
寺
僧
の
修
・
行
が
特
定
の
「
宗
」・「
流
」
の
教
学
・
作
法
に
限
定
さ
れ
ず
、

兼
学
が
一
般
的
で
あ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
醍
醐
寺
に
は
、
真
言
事
相
・
教
相
の
密
教

聖
教
の
み
な
ら
ず
、
三
論
宗
等
の
顕
宗
聖
教
が
伝
来
す
る
こ
と
か
ら
、
平
安
中
期
か

ら
室
町
後
期
に
至
る
間
、
顕
・
密
に
わ
た
る
教
学
が
併
存
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
教

相
に
関
す
る
聖
教
や
「
密
」
の
論
義
が
注
目
さ
れ
る
。

　

ま
た
西
弥
生
氏
は
「
中
世
醍
醐
寺
の
修
法
と
教
相
」
に
お
い
て
、
事
相
の
抄
物
の

書
写
と
伝
授
が
重
ね
ら
れ
、
中
世
醍
醐
寺
の
教
相
は
、
東
寺
・
根
来
寺
な
ど
の
道
場

寺
院
に
お
け
る
教
相
の
陰
に
隠
れ
が
ち
な
が
ら（

（
（

、
東
密
教
相
の
相
承
に
お
い
て
は
重

要
な
役
割
を
果
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
、
中
世
醍
醐
寺
に
お
い
て
教
相
や
三
論
宗
に
関
わ
る
論
義
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
近
世
に
お
け
る
密
教
論
義
の
継
承
や
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は

未
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
そ
こ
で
諸
堂
宇
に
お
け
る
論
義
と
談
義
を
検
討
す
る
な

か
で
、
義
演
主
導
に
よ
る
毎
月
論
義
を
記
録
し
た
「
論
義
着
到
第
一
」
等
か
ら
、
近

世
以
降
の
「
密
」
の
論
義
の
継
承
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
つ
ま
り
近
世

以
降
の
醍
醐
寺
に
お
け
る
教
相
・
教
学
の
特
徴
を
う
か
が
い
、
と
り
わ
け
義
演
に
よ

り
再
興
さ
れ
た
毎
月
論
義
に
注
目
し
、
義
演
の
教
相
復
興
と
、
そ
の
根
底
に
あ
る
真

言
宗
の
「
新
義
」・「
古
義
」
を
め
ぐ
る
認
識
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

　
　
　

一　
「
新
義
」
に
よ
る
毎
月
論
義

　
『
義
演
日
記
』
の
上
醍
醐
御
影
堂
に
お
け
る
毎
月
論
義
再
興
の
記
事
を
見
る
と
、

主
に
毎
月
論
義
の
再
興
が
二
度
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
慶
長

七
年
（
一
六
〇
二
）
か
ら
同
八
年
（
一
六
〇
三
）
を
初
度
の
再
興
、
慶
長
十
四
年

（
一
六
〇
九
）
か
ら
同
十
九
年
（
一
六
一
四
）
を
再
度
（
二
度
目
）
の
再
興
に
分
け

て
検
討
し
た
い
。

　

ま
ず
、
醍
醐
寺
に
お
け
る
毎
月
論
義
の
起
源
を
確
認
す
る
と
、『
新
要
録
』
御
影

堂
篇
に
は
、

　
　

一　

毎
月
御
影
供
事

　
　
　

�

同（
隆
源
僧
正
記
）記云
、
弘
長
年
中
祖
師
報
恩
院
検
校
僧
正
被
寄
進
〇
以
来
毎
月
御
影
供

無
退
転
〇
寅
云
、
大
師
御
影
供
毎
月
之
濫
觴
歟
、
可
尋
之
、
于
今
無
闕
怠
毎
月
行
之
、
於

山
下
同
大
師
之
御
影
供
者
、
自
覚
洞
院
僧
正
勝
賢
御
時
、
毎
月
被
行
之
云
々
、

　
　

一　

論
義
毎
月
始
行
事
密
経

　
　
　

�

表甲
月
金
剛
界白
云
、
爰
貫
首
上
綱
〇
幸
備
寺
門
之
管
長
、
興
隆
之
篇
当
斯
時
、
荐
シ
キ
リ
ニ

歎

顕
密
之
陵
遅
、
稽
学
之
励
何
耻
古
、
是
以
自
去
暮
春
唱
定
忘
景
、
始
展
毎
月

恒
例
講
席
、
無
辱
報
謝
於
涓
塵
、
宜
仰
巨
益
於
山
海
、
方
今
所
被
者
教
王
経

之
首
題
、
一
部
之
綱
領
共
究
、
所
談
者
最
頂
乗
之
秘
肝
、
両
端
之
精
微
何
疎

〇
一
山
紹
隆
、
須
為
満
寺
之
大
慶
、
一
会
興
行
、
豈
非
千
載
之
元
始
乎
、

寅
云
、
貫
首
法

身
院
准
宮
也
、

　
　
　

�
表乙
月
台
蔵
界白
云
、
爰
貫
首
上
綱
被
並
毎
月
鄭
重
御
願
、
令
致
一
日
慇
懃
論
難
、
方

今
所
講
者
毘
盧
遮
那
真
典
、
以
究
三
句
之
幽
旨
、
所
談
者
秘
密
頓
証
宗
義
、

以
尽
両
重
之
深
奥
〇
寅
云
、
応
永　

年　

月　

日
、
座
主
法
身
院
准
宮
毎
月
始
被
講
密
経
、
奉
資
大

師
之
法
楽
云
々
、
甲
月
ハ
教
王
経
、
乙
月
ハ
大
日
経
云
々
、
於
当
影
堂
、
密
ノ

論
義
此
時
初
例
歟
、
但
従
上
古
在
之
哉
、
可
尋
記
之
、
抑
後
宇
多
院
御
宇
、
於
山
下
拝
殿
、
始
被
行
密
経
之

談
義
、
彼
院
宣
云
、
近
江
国
龍
門
庄
、
為
清
瀧
宮
談
談
用
途
所
、
早
可
知
行
〇
忽
結
満
寺
諸
流
之
学
侶
、
被
始
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小
野
一
宗
之
談
活
畢
〇
其
勤
永
退
転
〇
正
和
五
年
七
月
十
八
日
〇
寅
云
、
此
已
来
無
闕
退
云
々
、　

若
同
御

宇
、
於
山
上
影
堂
、
始
行
哉
、
不
審
々
々
、
又
何
時
代
退
転
哉
、
当
時
絶
テ
有
名
無
実
、
歎
而
有
餘
者
也
、

殆
不
弁
再
興
之
期
、
唯

仰
後
生
之
才
学
耳
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
注
目
し
た
い
の
は
「
演
云
」
と
い
う
義
演
に
よ
る
註

記
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
上
古
」
よ
り
弘
法
大
師
の
追
善
の
た
め
に
勤
修
さ

れ
た
「
毎
月
御
影
供
」
の
中
で
「
論
義
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
記
録
か
ら
、
義
演
は

月
ご
と
に
「
教
王
経
」
と
「
大
日
経
」
を
交
互
に
用
い
た
談
義
と
、
講
師
・
問
者
に

よ
る
問
答
が
な
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い
た
。
こ
の
毎
月
論
義
の
淵
源
は
、
正
和
五
年

（
一
三
一
六
）
の
後
宇
多
上
皇
院
宣
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
下
醍
醐
清
瀧
宮
拝
殿
で
の

「
密
経
之
談
義
」
に
あ
る
と
さ
れ
る（

（
（

。
こ
の
御
影
供
の
「
論
義
」
は
室
町
中
期
に
は

既
に
退
転
し
、
そ
の
こ
と
に
義
演
は
「
当
時
絶
テ
有
名
無
実
、
歎
而
有
餘
者
也
、
殆

不
弁
再
興
之
期
、
唯
仰
後
生
之
才
学
耳
」
と
し
て
、
義
演
の
代
に
は
衰
退
し
て
い
た

こ
と
を
歎
き
、
後
学
に
よ
る
再
興
を
望
ん
で
い
た
。
し
か
し
義
演
は
単
に
後
世
へ
思

い
を
託
し
た
訳
で
は
な
く
、
自
ら
そ
の
再
興
を
企
て
た
。『
義
演
日
記
』
の
慶
長
七

年
十
一
月
廿
二
日
条
に
は
以
下
の
記
事
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

論
義
今
日
再
興
、
先
初
心
発
意
演
光
・
演
慶
両
法
師
、
吉
祥
院
所
指
遣
了
、
根

来
寺
住
僧
也
、
然
者
新
義
論
義
也
、
聊
非
古
義
、
不
快
也
、
雖
然
自
他
為
稽
古

相
計
了
、
即
身
義
聞
書
抄
今
日
玄
性
仰
付
了
、

　

義
演
は
ま
ず
「
論
義
」
再
興
の
指
南
を
受
け
さ
せ
る
た
め
に
醍
醐
寺
学
侶
の
演
光

と
演
慶
を
根
来
寺
住
僧
の
吉
祥
院
の
も
と
へ
遣
わ
し
た
。
こ
の
演
光
と
演
慶
は
、
当

時
醍
醐
寺
内
に
入
寺
し
て
間
も
な
い
若
い
学
僧
で
あ
る
が（

（
（

、
こ
の
両
人
を
遣
わ
し
た

理
由
は
、
毎
月
論
義
の
再
興
と
い
う
義
演
の
意
志
を
実
現
し
て
く
れ
る
「
後
生
之
才

学
」
と
考
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
若
い
学
僧
の
演
光
・
演
慶
は
、
後
に
岳
西
院（

（
（

と
阿
弥
陀
院（
（1
（

の
住
持（
（1
（

と
し
て
、
義
演
の
「
論
義（
（1
（

」
や
書
写（
（1
（

等
の
教
学
活
動
を
支
え
、

「
後
生
之
才
学
」
に
相
応
し
い
事
蹟
を
の
こ
す
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
で
、「
根
来
寺
住
僧
」
の
吉
祥
院
に
つ
い
て
は
、『
義
演
日
記
』
の
同
十
二
日

条
に
「
吉
祥
院
小
池
頼
賢
資
也
、

薩
州
住
、　
　

即
身
義
講
尺
、
広
才
驚
耳
了
」
と
あ
り
、
薩
州
か
ら
の

客
僧
で
小
池
坊
頼
賢
の
弟
子
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
吉
祥
院
の
初
見
で

あ
る
。
な
お
吉
祥
院
の
師
で
あ
る
「
小
池
頼
賢
」
に
つ
い
て
は
、
根
来
寺
小
池
坊
の

「
頼
玄（

（1
（

」
の
書
き
間
違
い
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
兼
ね
て
よ
り
関
わ
り
を
持
っ
て

い
た（

（1
（

根
来
寺
僧
で
あ
る
吉
祥
院
は
、「
即
身
義
」
の
講
釈
を
行
い
、
そ
れ
に
つ
い
て

義
演
は
「
広
才
驚
耳
」
と
の
高
い
評
価
を
下
し
て
い
た
。
こ
の
「
広
才
」
故
か
、
義

演
は
吉
祥
院
を
毎
月
論
義
再
興
に
必
要
な
教
学
僧
と
認
め
て
、
演
光
・
演
慶
の
修
学

を
託
し
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

　

さ
て
、
先
の
記
事
で
、
義
演
は
吉
祥
院
に
よ
る
指
南
に
対
し
て
「
新
義
論
義
也
、

聊
非
古
義
、
不
快
也
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
義
演
は
再
興
さ
れ
た
「
論
義
」
が

「
根
来
寺
住
僧
」
の
指
南
に
よ
る
「
新
義
論
義
」
で
あ
り
、「
古
義
」
で
は
な
い
こ

と
を「
不
快
」、つ
ま
り
い
さ
さ
か
意
に
沿
わ
ぬ
と
感
じ
た
が
、新
古
義
を
問
わ
ず「
稽

古
」
の
た
め
に
、「
新
義
」
を
受
け
容
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

義
演
が
具
体
的
に
ど
こ
か
ら
「
新
義
」
と
即
座
に
判
断
し
、「
不
快
」
で
あ
る
と

し
た
か
は
明
か
で
は
な
い
が
、「
論
義
」
の
形
式
も
し
く
は
義
科
に
、
当
時
「
古
義
」

と
「
新
義
」
の
違
い
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
義
演
の
「
古
義
」
と
「
新
義
」

を
区
別
す
る
認
識
は
三
章
で
さ
ら
に
検
討
す
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
こ
の
吉
祥
院
指

南
に
よ
る
「
論
義
」
に
つ
い
て
『
義
演
日
記
』
の
関
連
記
事
を
一
見
す
る
。

　

慶
長
七
年

　
　

十
一
月
廿
九
日
条
「
論
義
六
大
法
身
、
今
日
打
分
」

　
　

十
二
月
十
四
日
条
「
六
大
法
身
論
義
興
行
、
講
師
演
光
、
問
者
演
慶
」
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�

十
二
月
十
八
日
条
「�

六
大
法
身
論
義
、
大
智
度
論
ニ
云
、
無
文
有
義
、
智
者
用

之
文
、
有
文
無
義
、
愚
人
用
之
、
有
文
有
義
、
常
人
用
之
、

無
文
無
義
、
迷
者
用
之
文
、
」

　

慶
長
八
年

　
　

二
月
六
日
条
「
尊
師
御
影
供
如
常
、
論
義
十
二
人
歟
、
問
題
成
仏
二
利
」

　
　

二
月
十
七
日
条
「
論
義
、
鐵
塔
誦
伝
打
分
在
之
、
松
橋
法
印
等
聴
聞
」

　
　

三
月
六
日
条
「
自
証
説
法
打
分
始
之
」

　
　

三
月
七
日
条
「
打
分
在
之
」

　
　

三
月
八
日
条
「
自
証
説
法
打
分
今
日
果
了
」

　
　

三
月
十
五
日
条
「
自
証
説
法
論
義
、
講
師
・
問
者
如
先
日
」

　

ま
ず
吉
祥
院
の
指
南
を
受
け
た
約
一
ヶ
月
後
の
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
十
二
月

十
四
日
、
演
光
と
演
慶
が
各
々
講
師
と
問
者
役
を
務
め
る
こ
と
に
よ
り
「
論
義
」
が

再
興
さ
れ
た
。
本
文
中
の
「
打
分
」
は
習
礼
、「
興
行
」
は
本
行
の
意
味
と
考
え
ら
れ
、

数
回
の
習
礼
を
踏
ま
え
本
行
一
日
の
「
論
義
」
が
勤
修
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
吉

祥
院
に
よ
る
指
南
以
降
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
か
ら
同
八
年
（
一
六
〇
三
）
に

か
け
て
、「
六
大
法
身
」
を
始
め
「
成
仏
二
利
」・「
鐵
塔
誦
伝
」・「
自
証
説
法
」
の
義

科
を
め
ぐ
る
「
論
義
」
が
執
り
行
わ
れ
た
。『
醍
』
に
、
義
演
が
他
筆
を
誂
え
た
こ

れ
ら
の
義
科
と
そ
の
疏
釈
等
を
記
す
四
冊
の
論
議
抄
物
が
伝
来
し
て
お
り
、（
表
一
）

は
各
草
の
構
成
を
簡
単
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
四
冊
は
同
形
状
で
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
か
ら
同
八
年
（
一
六
〇
三
）

に
用
い
ら
れ
た
義
科
と
疏
釈
・
典
拠
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一
冊
目
の
表
紙

の
包
背
の
ウ
ハ
書
に
、「
慶
長
七
壬寅
霜　

廿
三
再
校
」
と
の
校
正
記
が
見
ら
れ
、
こ

れ
ら
四
冊
は
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
検
討
の
余
地
は
残

る
が
、
本
史
料
の
清
書
の
時
期
は
吉
祥
院
か
ら
の
指
南
以
降
で
、
指
南
を
受
け
た
際

に
、
吉
祥
院
で
書
写
し
た
も
の
の
再
写
と
推
測
さ
れ
る
。

　

本
章
か
ら
、
大
き
く
二
つ
の
こ
と
が
言
え
る
。
一
つ
目
は
、
近
世
初
期
に
お
け
る

他
寺
院
と
の
真
言
修
学
の
形
態
の
違
い
で
あ
る
。
鎌
倉
中
期
の
醍
醐
寺
報
恩
院
と
根

来
寺
頼
瑜
法
印
と
の
関
わ
り
か
ら
始
ま
っ
た
醍
醐
寺
と
根
来
寺
の
関
係
は
、
醍
醐
寺

が
根
来
寺
へ
事
相
を
、
根
来
寺
が
醍
醐
寺
へ
教
相
を
相
互
に
補
い
あ
う
双
務
関
係
に

（
表
一
）『
醍
』
一
七
一
函
一
七
号
の
義
科

史
料
番
号

史
料
名

義
科

（
備
考
）

『
醍
』
一
七
一

函
一
七
号
一
番
「
六
大
法
身

等
抄
物
」

六
大
法
身
・
自
証
説
法
・
成
仏

二
利
・
鉄
塔
誦
伝
・
即
事
而
真
・

三
蜜
具
欠
・
十
地
菩
薩
・
中
台

自
証
・
住
心
三
句

表
紙
包
背
「
慶

長
七
壬寅

霜　

廿

三
再
校
」

『
醍
』
一
七
一

函
一
七
号
二
番
「
大
恐
為
招

抄
物
」

大
悲
為
根
・
尋
求
菩
提
・
発
心

識
躰
・
顕
行
事
度
・
方
便
究
竟
・

地
前
信
行
・
無
相
至
極

『
醍
』
一
七
一

函
一
七
号
三
番
「
宿
善
有
無

等
抄
物
」

宿
善
有
無
・
三
喩
顕
密
・
住
処

五
仏
・
一
生
成
仏
・
大
自
在
天
・

教
主
真
応
・
加
持
尊
特
・
王
所

分
別
・
楼
閣
縁
生
・
信
解
因
果

『
醍
』
一
七
一

函
一
七
号
四
番
「
次
又
尺
言

等
抄
物
」

次
又
尺
言
・
界
趣
輪
廻
・
仏
果

開
合
・
絵
木
法
然
・
随
種
々
趣
・

四
重
目
性
・
五
字
能
造
・
安
立

無
量
乗
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よ
り
維
持
さ
れ
て
き
た
が（
（1
（

、
こ
の
関
係
が
近
世
初
期
の
義
演
の
時
代
に
も
確
認
で
き

た
。
具
体
的
に
は
、
義
演
は
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
に
根
来
寺
座
主
及
び
第
八
十

世
醍
醐
寺
座
主
を
兼
帯
し
て
以
降
も
、
醍
醐
寺
は
根
来
寺
へ
事
相
伝
授
、
根
来
寺
は

醍
醐
寺
へ
教
相
伝
授
と
い
う
双
務
関
係
を
維
持
し
て
い
た
。

　

次
に
、
義
演
に
よ
る
「
古
義
」・「
新
義
」
を
区
別
す
る
意
識
が
注
目
さ
れ
る
。
中

世
か
ら
存
続
し
て
き
た
双
務
関
係
の
も
と
で
、
義
演
は
毎
月
論
義
の
再
興
に
根
来
寺

僧
で
あ
る
吉
祥
院
の
助
力
を
得
た
。
し
か
し
、
そ
の
吉
祥
院
に
よ
る
指
南
に
対
し
て

『
義
演
日
記
』
で
は
、
そ
の
羲
科
に
よ
る
も
の
が
、「
新
義
論
義
」
で
あ
り
、
そ
れ

に
対
し
て
即
座
に
「
不
快
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
不
快
」
と
し
な
が
ら
も

毎
月
論
義
の
再
興
を
推
し
進
め
た
の
は
、
義
演
が
「
古
義
」・「
新
義
」
を
問
わ
ず
、

教
相
再
興
を
重
ん
じ
た
故
と
考
え
る
。

　
　
　

二　
「
古
義
」
に
よ
る
毎
月
論
義

　

醍
醐
寺
に
お
け
る
毎
月
論
義
の
最
初
の
再
興
に
あ
た
り
、
根
来
寺
の
法
儀
、
つ
ま

り
「
新
義
」
教
学
に
依
存
し
た
こ
と
を
前
章
で
確
認
し
た
。
と
こ
ろ
が
再
興
以
降
、

義
演
は
こ
の
毎
月
論
義
に
根
来
寺
学
僧
を
招
請
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方

で
、
吉
祥
院
の
指
南
以
後
の
『
義
演
日
記
』
に
は
、
例
え
ば
慶
長
七
年
十
二
月
廿
五

日
条
を
見
る
と
、「
金
剛
宝
蔵
論
義
打
分
今
夜
在
之
、高
野
文
殊
院
召
了
」と
記
さ
れ
、

義
演
は
根
来
寺
吉
祥
院
の
指
南
に
よ
る
「
新
義
論
義
」
を
勤
修
す
る
一
方
で
、
高
野

山
文
殊
院
を
招
聘
し
て
「
論
義
」
の
指
南
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
文
殊

院
に
つ
い
て
、
吉
祥
院
の
よ
う
な
教
学
僧
と
し
て
の
評
価
は
確
認
で
き
な
い
が
、
高

野
山
は
「
古
義
」
の
教
相
を
相
承
す
る
寺
院
で
あ
り
、「
古
義
」
修
学
の
た
め
に
文

殊
院
を
招
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
文
殊
院
に
よ
る
毎
月
論
義
を
『
義
演

日
記
』
か
ら
列
記
す
る
と
次
の
様
に
な
る
。

　

慶
長
八
年

　
　

正
月
四
日
「
論
義
始
、
問
題
金
剛
宝
蔵
、
講
師
澄
然
ア
サ
リ
」

　
　

正
月
五
日
「
勤
行
如
朔
日
」

　
　

�

正
月
六
日
「�

勤
行
如
朔
日
、
尊（
聖
宝
）師
御
前
弁
備
、
理
趣
三
昧
、
尊
師
法
施
、
金
剛

宝
蔵
論
義
執
行
」

　
　

正
月
十
九
日
「
論
義
金
剛
宝
蔵
、
講
師
澄
然
、
問
者
演
超
」

　
　

正
月
廿
日
「
論
義
興
行
、
山
上
衆
聴
聞
、
良
家
衆
同
、
先
山
下
衆
計
也
」

　

以
上
よ
り
、
約
一
ヶ
月
に
わ
た
る
習
礼
の
後
に
本
行
が
執
り
行
わ
れ
、
本
行
時
に

は
山
上
・
山
下
衆
が
聴
聞
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
こ
で
高
野
山
文
殊
院
で
あ
る
が
、『
醍
』
の
「
東
寺
金
堂
棟
札
案
」
に
「
高
野

山
文
殊
院
勢
誉
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
勢
誉
と
推
測
さ
れ
る（
（1
（

。
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）

三
月
廿
一
日
に
執
行
さ
れ
る
高
野
山
大
塔
供
養
の
導
師
を
務
め
る
た
め
、
義
演
は
そ

の
数
日
前
に
高
野
山
に
登
っ
た
が
、
そ
の
時
興
山
上
人
応
其
の
申
し
出
に
よ
り
、
急

遽
同
十
八
日
に
応
其
を
始
め
高
野
山
僧
の
金
剛
頂
院
行
応
・
文
殊
院
勢
誉
・
二
位
覚

栄
・
理
性
院
深
盛（

（1
（

に
印
可
を
与
え
た（
（1
（

。
そ
の
印
可
に
よ
り
義
演
と
文
殊
院
勢
誉
と
の

間
に
は
師
資
関
係
が
結
ば
れ（

（2
（

、
こ
こ
で
も
根
来
寺
と
同
様
の
双
務
関
係
が
確
認
で
き

る
。

　

ま
た
先
述
の
文
殊
院
が
指
南
し
た
「
論
義
」
の
義
科
で
あ
る
「
金
剛
宝
蔵
」
は
、

後
述
す
る
二
度
目
の
再
興
の
時
に
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
、
そ
の
頻
度
は
「
新
義
」

の
義
科
と
は
対
照
的
で
あ
る
。つ
ま
り
、義
演
や
醍
醐
寺
僧
に
と
っ
て
高
野
山
の「
古

義
」
の
「
論
義
」
が
受
け
容
れ
易
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
三
月
十
五
日
条
の
記
事
を
最
後
に
、
し
ば
ら
く
毎
月
論

義
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
断
絶
の
一
因
は
寺
家
経
営
の
支
援
者
で
あ
っ
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た
豊
臣
秀
吉
の
死
に
よ
る
寺
内
復
興
の
停
滞
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
慶
長
十
年
代
に

入
っ
て
復
興
事
業
が
再
開
し
、
そ
の
中
で
毎
月
論
義
も
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）

十
二
月
か
ら
徐
々
に
再
興
の
動
き
を
見
せ
る（

（2
（

。
約
二
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
慶
長

十
六
年
（
一
六
一
一
）
十
月
に
規
則
が
定
め
ら
れ
、
本
格
的
に
毎
月
二
回
ず
つ
に
勤

修
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
先
述
の
「
論
義
着
到
」
は
こ
の
時
の
史
料
で
あ
る
。「
論

義
着
到
第
一
」（『
醍
』
一
二
九
函
三
三
号
）・「
論
義
着
到
第
二
」（『
醍
』
一
三
三
函
二
三

号
）
は
、
二
度
目
に
再
興
さ
れ
た
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
か
ら
同
十
九
年

（
一
六
一
四
）
ま
で
の
毎
月
論
義
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
冊
の
巻
首
に

は
掟
書
が
掲
げ
ら
れ
、
開
催
日
毎
の
論
題
・
講
師
・
問
者
と
そ
の
他
の
出
仕
者
、
そ

し
て
欠
席
者
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
義
演
日
記
』
に
も
本
格
的
に
始
ま
っ
た
慶

長
十
六
年
十
月
八
日
条
に
「
論
義
着
到
」
と
同
様
の
掟
書
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。

　
　
　
　

掟

　
　

一
鑚
仰
不
怠
、
可
相
励
真
実
事
、

　
　

一
講
問
之
役
、
自
然
於
発
病
者
、
語
名
代
可
遂
懃
役
事
、

　
　

一�

六
日
・
廿
一
日
両
度
之
式
日
、
不
可
致
延
引
、
但
於
有　

公
儀
指
合
者
、
兼

日
得
御
意
、
可
相
定
延
投
事
、

　
　

一
諸
衆
不
残
可
致
出
仕
、
不
可
有
自
由
之
故
障
事
、

　
　

一
於
論
場
之
座
、
即
可
定
来
役
并
問
題
、
次
可
注
置
諸
衆
之
参
不
参
事
、

　
　
　
　
　

右
如
件
、

　
　
　

慶
長
十
六
年
辛亥
十
月
八
日

　

最
初
に
掲
げ
た
「
鑚
仰
不
怠
、
可
相
励
真
実
事
」
に
は
、
教
相
修
学
に
対
す
る
義

演
の
思
い
が
表
現
さ
れ
る
。
ま
た
式
日
で
あ
る
「
六
日
・
廿
一
日
」
の
選
定
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
理
由
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
各
々
が
醍
醐
寺
開
山
聖
宝
と
宗
祖
弘

法
大
師
空
海
の
月
命
日
で
あ
り
、
準
備
期
間
中
の
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
に
も

開
催
さ
れ
て
い
た（

（2
（

。

　

そ
こ
で
『
義
演
日
記
』
等
か
ら
二
度
目
の
再
興
を
跡
づ
け
る
こ
と
に
し
た
い
。『
義

演
日
記
』
の
慶
長
十
四
年
二
月
十
二
日
条
に
は
、「
東
寺
・
醍
醐
寺
事
相
ハ
カ
リ
ニ

テ
教
相
退
転
、
不
可
然
、
早
ク
可
励
蛍
雪
ノ
功
由
、
慥
円
光
寺
ヨ
リ
使
ニ
申
渡
了
」

と
あ
り
、
円
光
寺
を
介
し
て
、
徳
川
家
康
か
ら
東
寺
・
醍
醐
寺
に
対
し
て
、
退
転
し

た
教
相
の
復
興
が
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
文
書
が
出
さ
れ
た
背
景
に
は
、
高
野
山
遍
照

光
院
頼
慶
に
よ
る
真
言
宗
支
配
の
目
論
み
が
あ
る
と
の
指
摘
が
、
辻
善
之
助
氏（

（2
（

に
よ

り
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
家
康
の
命
に
対
し
、
義
演
は
「
上
意
尤
也
、
即
山
上
へ
内
々

先
仰
遣
了
、
東
寺
ヘ
モ
則
可
申
遣
由
同
申
来
了
」
と
し
て
、
早
速
教
相
復
興
の
命
に

従
い
、
東
寺
へ
も
そ
の
由
を
伝
達
し((2

(

、
円
光
寺
に
次
の
返
答
を
出
し
た
こ
と
が
『
義

演
日
記
』
の
同
二
月
十
四
日
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

一
昨
日
承
候
教
学
之
儀
、
上
意
之
時
畏
入
候
、
思
召
寄
近
比
難
有
儀
候
、
過
分

存
候
、
即
昨
日
東
寺
・
当
寺
堅
相
觸
候
、
毛
頭
不
可
致
疎
略
由
候
也
、
教
相
再

興
斯
時
之
間
、
随
分
可
相
励
也
、
令
満
足
也
、
御
取
成
候
、
通
本
望
候
、
弥
所

希
候
、
穴
賢
々
々
、

　
　
　
　

二
月
十
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

判

　
　

円
光
寺

　

家
康
が
頼
慶
の
訴
え
を
容
れ
た
と
さ
れ
る
、
こ
の
一
連
の
教
学
復
興
の
動
き
は
、

後
に
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
「
真
言
宗
諸
法
度
」
の
制
定
に
繋
が
る
こ
と
と
な

る
が
、
義
演
は
ま
ず
二
日
前
の
幕
府
の
命
を
め
ぐ
り
、
先
記
の
よ
う
に
東
寺
と
相
談

し
、「
教
相
再
興
」
に
臨
む
と
の
回
答
を
送
っ
た
。
こ
の
一
連
の
流
れ
に
つ
い
て
も
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辻
氏
が
言
及
さ
れ
て
い
る
が（
（2
（

、
と
り
わ
け
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
か
ら
同
十
五

年
（
一
六
一
〇
）
の
間
に
遍
照
光
院
頼
慶
の
訴
訟
に
注
目
す
る
。
ま
ず
慶
長
十
五
年

頃
に
「
長
者
三
宝
院
」
の
義
演
が
「
遍
照
光
院
」
頼
慶
に
宛
て
た
書
下
を
挙
げ
る
。

　
　

�

今
度
宗
門
之
仏
法
再
興
之
御
黒
印
、
予
一
人
之
大
慶
也
、
宜
以
相
談
被
挑
一
宗

之
法
灯
、
論
義
・
法
談
之
興
行
不
可
有
油
断
、
東
寺
・
醍
醐
・
高
野
由
緒
之
諸

寺
家
中
、
可
被
洩
聞
者
也
、
以
此
旨
、
駿
府
之
披
露
可
有
之
、
仍
如
件（

（2
（

、

　

義
演
は
本
書
下
を
以
て
、「
仏
法
再
興
」
つ
ま
り
教
相
再
興
を
命
ず
る
家
康
の
黒

印
状
に
対
し
て
、「
論
義
・
法
談
」
を
興
行
す
る
由
を
、「
東
寺
・
醍
醐
・
高
野
」
の

「
由
緒
之
諸
寺
家
中
」
に
通
達
し
た
こ
と
を
、
最
終
的
に
家
康
へ
「
披
露
」
す
る
様

求
め
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
教
相
再
興
の
た
め
に
「
東
寺
・
醍
醐
・
高
野
」
の
三
ヶ

寺
を
中
心
に
「
論
義
・
法
談
」
を
行
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
三
ヶ
寺
は
、
い
ず
れ

も
「
古
義
」
の
教
学
を
伝
え
る
寺
院
で
あ
る
。
ま
た
高
野
山
で
は
、
宝
性
院
政
遍
と

頼
慶
の
間
に
確
執
が
あ
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
が（

（2
（

、こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、本
書
下
の
内
容
を
実
現
す
る
た
め
に
、義
演
は
宝
性
院
政
遍
を
招
き
、

醍
醐
寺
・
東
寺
に
お
い
て
「
論
義
」
を
勤
修
し
た
。
特
に
醍
醐
寺
で
は
「
高
野
山
宝

亀
院
」
と
「
宝
性
院
前
検
校
政
遍
法
印
」
を
精
義
に
招
請
し
た
講
問
論
義
と
、
一
番

か
ら
六
番
ま
で
の
番
論
義
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
詳
細
が
記
さ
れ
た
『
義
演
日
記
』
の

慶
長
十
五
年
二
月
廿
五
日
条
に
、
精
義
を
務
め
た
二
人
の
高
野
山
碩
学
僧
が
記
さ
れ

る
。
高
野
山
内
で
教
相
随
一
と
言
わ
れ
る
の
が
無
量
寿
院
と
宝
性
院
で
あ
り（

（2
（

、
政
遍

は
宝
性
院
主
で
あ
る
。『
義
演
日
記
』
に
お
け
る
政
遍
の
初
見
は
、
豊
臣
秀
吉
の
一

周
忌
の
追
善
供
養
の
場
で
あ
り
、
義
演
は
政
遍
か
ら
印
可
の
申
し
出
を
う
け
、
そ
の

場
で
政
遍
を
含
む
複
数
人
の
高
野
山
僧
に
印
可
を
授
け
て
い
る（

（2
（

。
こ
れ
は
か
つ
て
文

殊
院
が
印
可
を
受
け
た
経
緯
と
同
様
で
、
政
遍
は
こ
れ
以
降
し
ば
し
ば
挨
拶
の
た
め

義
演
の
も
と
へ
赴
い
て
い
る
。『
義
演
日
記
』
の
慶
長
七
年
十
二
月
廿
一
日
条
に
は
、

「
高
野
山
宝（

政
遍
）

性
院
来
、
二
百
疋
進
上
之
、
対
面
、
盃
賜
之
、
先
年
予
ニ
対
シ
テ
印
可
免

許
了
、
碩
学
也
、
七
十
二
歳
云

々
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
宝
性
院
政
遍
を
「
碩
学
」

と
称
し
て
お
り
、
教
相
の
高
僧
と
い
う
義
演
の
評
価
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
教

相
再
興
に
政
遍
が
関
わ
る
に
あ
た
り
、辻
氏
は
頼
慶
と
の
確
執
に
焦
点
を
当
て
た
が
、

そ
れ
と
は
別
に
教
相
で
の
「
碩
学
」
と
い
う
義
演
の
評
価
が
あ
っ
た
こ
と
も
視
野
に

入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
一
人
の
精
義
を
務
め
た
宝
亀
院
に
つ
い
て
は（

（3
（

、『
義
演
日
記
』
の
慶
長
十
五

年
閏
二
月
十
九
日
条
に
、「
高
野
宝
亀
院
召
請
、
斎
賜
之
、
論
義
書
付
仰
付
了
」
と

記
さ
れ
、
義
演
は
「
教
相
再
興
」
の
た
め
「
論
義
書
付
」
の
作
成
を
宝
亀
院
に
命
じ

て
い
る
。
宝
性
院
政
遍
の
よ
う
な
直
接
的
な
評
価
は
な
い
が
、
精
義
と
「
論
義
書
付
」

の
作
成
を
任
せ
た
こ
と
で
、
宝
亀
院
も
ま
た
政
遍
と
同
様
に
「
碩
学
」
と
の
義
演
の

評
価
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
他
に
も
『
義
演
日
記
』
の
慶
長
十
六
年
十
二
月
十
五
日

条
に
「
宝
亀
院
三
忘〔

妄
〕同

時
断
、
打
分
」、
慶
長
十
七
年
正
月
五
日
条
に
「
来
月
廿
一

日
論
義
始
也
、
論
題
金
剛
宝
蔵
、
講
師
真
勝
大
法
師
、
問
者
元
栄
大
法
師
、
宝
亀
院

指
南
」
と
あ
る
よ
う
に
、
二
度
目
の
「
論
義
」
再
興
の
際
に
宝
亀
院
が
「
指
南
」
役

と
し
て
し
ば
し
ば
招
請
さ
れ
て
い
る
。そ
し
て
、「
宝
亀
院
指
南
」し
た
義
科
の
中
に
、

初
度
の
再
興
時
の
文
殊
院
と
同
様
の
「
金
剛
宝
蔵
」
が
見
出
さ
れ
る
。

　

こ
の
高
野
山
宝
性
院
・
宝
亀
院
は
、
他
に
も
醍
醐
寺
の
談
義
・
講
説
や
聖
教
撰
述

等
に
も
関
与
し
た
よ
う
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
醍
醐
寺
と
政
遍
等
と
の
関
係
も
、
ま

た
根
来
寺
や
文
殊
院
で
見
ら
れ
た
双
務
関
係
の
類
例
で
あ
り
、
高
野
山
も
醍
醐
寺
の

教
相
再
興
に
と
っ
て
の
助
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

先
述
の
よ
う
に
、義
演
は
慶
長
十
四
年（
一
六
〇
九
）か
ら
同
十
五
年（
一
六
一
〇
）

に
か
け
て
家
康
の
「
教
相
再
興
」
の
命
を
果
た
す
た
め
の
「
論
義
・
法
談
」
を
数
多

く
勤
修
し
て
い
る
。
な
か
で
も
「
論
義
」
に
限
定
す
る
と
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
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に
再
興
さ
れ
た
七
月
六
日
の
御
影
堂
竪
義
論
義
を
、
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
に

再
度
勤
修
し
て
い
る（

（3
（

。
こ
の
竪
義
再
興
に
は
初
度
の
再
興
の
指
南
役
を
務
め
た
東
大

寺
法
輪
院
円
乗
坊
良
意（

（3
（

が
、
再
度
指
南
に
携
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
竪
義
は
再
度
再
興

さ
れ
た
後
に
断
絶
し
、
義
演
の
生
前
に
勤
修
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

円
乗
坊
は
初
度
再
興
の
断
絶
以
降
も
「
講
尺
」
の
た
め
し
ば
し
ば
来
寺
し
、
醍
醐
寺

の
教
学
を
支
え
た
学
僧
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
『
義
演
日
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
と

り
わ
け
家
康
の
「
教
相
再
興
」
の
命
以
降
の
記
事
を
『
義
演
日
記
』
か
ら
具
体
的
に

窺
う
と
、

　
　

�

倶
舎
講
尺
、
其
後
草
木
成
仏
論
義
始
在
之
、
講
師
源
朝
律
師
、
問
者
演
誉
公
・

真
勝
、
俊
鎮
口
入
、
精
義
円
乗
東
大
寺
法
輪
院
、
種
性
声
聞
、
法
花
會
座
在
之

事
、
両
條
也
、（
慶
長
十
四
年
五
月
六
日
条
）

　
　
　
　
　
　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　

�

俱
舎
講
尺
了
、
論
義
問
題
仏
見
妄
法
、
講
師
真
勝
ア
サ
リ
、
問
者
民
部
卿
大
法

師
俊
長
法
印

資
、　
　
　

精
義
法
輪
院
、
聴
衆
源
朝
律
師
、
宗
俦
口
入
、（
同
五
月
廿
九
日
条
）

　
　
　
　
　
　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　

�

於
金
院
竪
義
稽
古
、
寝
殿
為
道
場
建
高
座
、
各
々
敷
座
ヲ
了
、
精
義
松
橋
法
印
、

先
年
遂
竪
者
畢
、仍
如
此
、竪
者
堯
政
少
僧
都
、暗
誦
聊
モ
無
異
失
、奇
特
々
々
、

利
根
ノ
者
也
、
精
義
依
辞
退
俄
稽
古
、
是
モ
如
形
、
一
問
亮
済
律
師
、
二
問
宋

倩
ア
サ
リ
、
三
問
宗
俦
ア
サ
リ
、
四
問
真
勝
｀
｀
｀
、
五
問
俊
陽
大
法
師
、
注

記
演
俊
ア
サ
リ
、
執
当
各
少
モ
無
違
乱
、
珍
重
々
々
、
随
心
院
為
聴
聞
御
出
也
、

一
会
了
非
時
賜
候
、
其
已
後
論
義
一
座
ア
リ
、
三
論
宗
義
也
、
問
題
万
善
皆
成
、

講
師
演
賀
少
僧
都
、
問
者
演
誉
大
法
師
、
口
入
衆
源
朝
律
師
、
演
俊
ア
サ
リ
、

演
超
ア
サ
リ
、
俊
陽
大
法
師
、
精
義
東
大
寺
円
乗
、（
同
六
月
十
三
日
条
）

と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
円
乗
坊
は
「
俱
舎
講
尺
」
や
「
竪
義
」
稽
古
、
三
論
宗
の
「
論

義
」
等
の
た
め
に
し
ば
し
ば
来
寺
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
講
説
と
竪
義
に
続
い
て

「
論
義
」
が
臨
時
で
行
わ
れ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
臨
時
の
「
論
義
」
は
以

前
の
円
乗
坊
の
「
講
尺
」
の
場
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
同
年
の
二
月
の
「
教
相

再
興
」
の
影
響
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

一
方
で
、
家
康
の
命
に
よ
り
「
東
寺
・
醍
醐
・
高
野
」
が
行
わ
れ
た
「
論
義
」
の

内
、
醍
醐
寺
で
の
様
子
が
『
義
演
日
記
』
の
慶
長
十
五
年
二
月
廿
五
日
条
に
記
さ
れ

る
。

　
　

論
義
始
、
論
題
初
地
即
極　

講
師
源
朝
律
師　

問
者
真
勝
ア
サ
リ
、

　
　

一
番
少
納
言　

民
部
卿
俊
陽　

二
ー　

式
部
演
超
但
俄
欠
、
大
進
演
光
大
法
師

　
　

三
ー
大
輔
演
慶　
　

少
将
演
誉　
　

四
ー
宗
儔
ア
サ
リ　

宗
倩
ア
サ
リ

　
　

五
ー
演
俊
ア
サ
リ　
　

演
快
律
師　
　

六
ー
亮
濟
律
師　
　

堯
政
僧
都

　
　

精
義
高
野
山
宝
亀
院　
　

精
義
宝
性
院
前
検
校　

政
遍
法
印

　
　

�

往
覆
数
遍
、
殊
勝
々
々
、
已
後
一
献
賜
之
了
、
対
面
盃
賜
之
、
安
祥
寺
ヘ
帰
寺
、

論
義
書
付
賦
等
、
宝
亀
院
窺
政
遍
法
印
義
、
致
之
了
、

　

醍
醐
寺
の
「
論
義
」
で
は
講
師
・
問
者
の
講
問
論
義
の
他
に
も
、
六
双
の
上
臈
・

下
臈
に
よ
る
番
論
義
が
行
わ
れ
て
い
た
。
先
述
の
よ
う
に
、
高
野
山
宝
性
院
と
宝
亀

院
が
精
義
役
に
出
仕
し
た
端
緒
は
、
醍
醐
寺
の
教
学
再
興
へ
の
取
り
組
み
に
あ
り
、

特
に
宝
亀
院
は
同
年
十
二
月
か
ら
再
興
が
図
ら
れ
た
毎
月
論
義
に
も
指
南
役
と
し
て

招
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
前
期
の
醍
醐
寺
に
お
け
る
教
学
活
動
は
、
家
康
の
「
教
相
再

興
」
の
命
が
大
き
く
影
響
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
「
論
義
」
は
い
ず
れ
も
教

学
興
隆
を
目
論
む
義
演
の
意
向
に
よ
り
実
現
し
た
。
先
述
の
よ
う
に
、
竪
義
論
義
の
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再
興
や
東
大
寺
・
高
野
山
と
の
関
わ
り
で
勤
修
さ
れ
た
「
論
義
」
は
、
継
続
さ
れ
る

こ
と
な
く
終
わ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
毎
月
論
義
は
同
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
の
頼

慶
と
の
訴
訟
が
一
段
落
し
た
後
、
翌
年
に
は
そ
の
再
興
が
実
現
さ
れ
た
。
つ
ま
り
義

演
は
当
時
の
醍
醐
寺
復
興
事
業
の
な
か
で
、
断
絶
さ
れ
た
上
古
の
年
中
行
事
の
復
活

と
教
学
の
興
隆
、
こ
の
二
つ
を
実
現
さ
せ
る
一
環
と
し
て
、
毎
月
論
義
の
再
興
に
注

力
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
義
演
の
思
い
を
込
め
て
、
二
度
目
の
再

興
の
掟
書
の
冒
頭
に
は
「
鑚
仰
不
怠
可
相
励
真
実
事
」
と
の
一
項
が
掲
げ
ら
れ
た
と

思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
本
章
で
は
初
度
と
二
度
目
の
毎
月
論
義
再
興
に
関
わ
る
高
野
山
学
僧
に
つ

い
て
、
ま
た
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
の
徳
川
家
康
の
「
教
相
再
興
」
の
命
に
よ

り
開
催
さ
れ
た
様
々
な
「
論
義
」
の
中
で
、
唯
一
継
続
し
た
毎
月
論
義
に
対
す
る
義

演
の
意
図
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
前
章
と
併
せ
て
考
え
る
と
、「
古
義
」・「
新
義
」

の
二
分
化
の
中
で
、
高
野
山
を
代
表
す
る
「
古
義
」
へ
の
義
演
の
こ
だ
わ
り
が
窺
わ

れ
よ
う
。
そ
こ
で
、
次
章
で
は
義
演
の
「
古
義
」・「
新
義
」
を
め
ぐ
る
認
識
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　
　
　

三　

義
演
に
よ
る
「
古
義
」・「
新
義
」
の
認
識

　

一
・
二
章
で
は
醍
醐
寺
の
毎
月
論
義
再
興
に
関
わ
っ
た
指
南
の
学
僧
を
中
心
に
述

べ
て
き
た
。
特
に
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
古
義
」・「
新
義
」
を
代
表
す
る
寺
院

の
学
僧
に
よ
る
修
学
と
共
に
、
義
演
が
「
古
義
」・「
新
義
」
を
区
別
し
た
認
識
の
違

い
に
つ
い
て
本
章
で
検
討
を
加
え
る
。

　

こ
の
「
古
義
」・「
新
義
」
の
語
で
あ
る
が
、
櫛
田
良
洪
氏
は（

（3
（

新
古
両
義
の
呼
称
に

つ
い
て
、
何
時
頃
か
ら
登
場
し
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
文
献
上
の
初
出
は
室

町
後
期
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
八

月
一
日
に
根
来
寺
智
積
院
日
秀
が
関
東
諸
檀
林
所
に
宛
て
た
法
度
の
中
で
「
真
言
新

義
繁
昌
」
と
の
文
言
が
見
ら
れ
、
ま
た
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
九
月
に
根
来
寺
妙

音
院
頼
玄
〔
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
～
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）〕
が
作
成
し

た
「
新
義
論
談
法
度
」 

で
「
新
義
論
義
」
を
定
め
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
こ
の
法
度
の
制
定
に
よ
り
「
新
義
」
教
学
が
名
実
共
に
大
成
さ
れ
た
と
評
価

し
て
い
る
。な
お
、時
代
が
下
り
智
積
院
七
世
能
化
運
敞〔
慶
長
十
九
年（
一
六
一
四
）

～
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）〕
の
時
代
、「
古
義
」
は
高
野
山
、「
新
義
」
は
根
来
寺

の
教
相
を
学
ぶ
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
区
別
は
法
流
の
本
末
や
相
異
で
な
く
、
教

学
を
伝
え
た
場
の
相
異
に
よ
り
分
け
ら
れ
た
と
の
認
識
が
見
ら
れ
る
と
す
る
。
つ
ま

り
『
義
演
日
記
』
の
記
事
に
は
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
期
に
お
け
る
、「
古
義
」・

「
新
義
」
を
め
ぐ
る
義
演
の
認
識
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

　

ま
ず
毎
月
論
義
再
興
に
際
し
て
、
義
演
が
吉
祥
院
の
「
論
義
」
を
直
ち
に
「
新
義
」

で
あ
る
と
判
断
で
き
た
理
由
を
、
一
章
の
（
表
一
）
の
「
抄
物
」
に
よ
り
検
討
す
る
。

こ
れ
ら
「
新
義
」
の
「
論
義
」
に
用
い
ら
れ
た
義
科
は
、
南
北
朝
時
代
の
根
来
寺
中

性
院
学
僧
聖
憲
〔
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
～
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）〕
が
古
来

の
義
科
よ
り
主
要
な
も
の
を
義
科
と
問
答
に
掲
げ
た
「
大
疏
百
条
第
三
重
」（
全
十

巻
）
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。（
表
一
）
の
四
冊
の
「
抄
物
」
は
、「
大
疏
百
条

第
三
重
」
の
巻
一
・
二
・
四
・
五
に
掲
げ
ら
れ
る
義
科
と
重
な
る
。
義
演
は
吉
祥
院
で

指
南
を
受
け
た
義
科
群
の
冒
頭
に
、
覚
鑁
の
「
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
」
に
記
さ
れ
る

「
六
大
法
身（

（3
（

」
を
掲
げ
て
い
る
の
を
一
見
し
、「
新
義
」
の
義
科
と
判
断
し
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　

な
お
、
義
演
の
認
識
と
は
直
接
関
係
し
な
い
が
、
根
来
寺
学
頭
十
輪
院
道
瑜
法
印

〔
応
永
二
九
年
（
一
四
二
二
）
～
？
〕
が
撰
述
し
た
「
論
議
方
様
鈔
」
よ
り
、
室
町

中
・
後
期
の
論
義
作
法
を
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
に
ま
と
め
た
『
塵
塚
』
に
、

「
古
談
義
」
の
義
科
と
し
て
「
六
大
法
身
」
等
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
史
料
の
「
六
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大
法
身
」
の
内
容
と
比
べ
る
と
、
い
ず
れ
も
大
日
如
来
が
六
大
法
身
か
四
曼
法
身
か

を
問
う
も
の
で
、
そ
の
末
尾
の
「
是
「
幾
」」
と
い
う
形
式
も
類
似
し
て
い
る
。
従
っ

て
、
こ
の
（
表
一
）
の
「
抄
物
」
に
列
記
さ
れ
る
義
科
は
「
新
義
」
の
問
答
で
用
い

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

次
に
二
章
の
「
古
義
」
へ
の
認
識
を
確
認
す
る
と
、『
義
演
日
記
』
と
「
論
義
着
到
」

に
よ
れ
ば
、
二
度
目
に
再
興
さ
れ
た
毎
月
論
義
で
は
、
高
野
山
学
僧
の
指
南
に
よ
る

「
金
剛
宝
蔵
」
の
他
に
、「
自
性
会
因
人
」・「
初
地
即
極
」・「
三
妄
同
時
断
」・「
発
心

即
到
」・「
変
計
所
執
」
等
の
義
科
が
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
多
く
は
広
く
真
言
宗
の
問

答
に
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
の
二
度
目
の
再
興
で
は
、
一
章
で
取
り
上
げ
た
よ
う
な
義

演
の
手
に
な
る
抄
物
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
高
野
山
の
宝
性
院
の
学
問
を
ま

と
め
た
「
宗
義
決
択
集（

（3
（

」
を
元
に
編
纂
さ
れ
た
「
謂
立
集
」
に
、
二
度
目
の
再
興
で

勤
修
さ
れ
た
義
科
の
問
答
が
全
て
見
え
る（

（3
（

。
こ
れ
ら
の
義
科
は
高
野
山
の
「
古
義
」

の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
ま
た
二
度
目
の
再
興
時
に
問
者
を
務
め

た
醍
醐
寺
学
侶
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
問
答
草
が
い
く
つ
か
伝
来
し
て
い
る
。
そ
こ

で
江
戸
前
期
に
山
上
理
趣
坊
の
学
侶
良
盛
が
記
し
た
「
変
計
所
執
問
答
抄（

（3
（

」
を
と
り

あ
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

本
史
料
は
、「
変
計
所
執
」
と
の
義
科
の
も
と
で
講
師
・
問
者
が
交
わ
し
た
問
答

に
つ
い
て
、
各
々
五
双
の
「
難
」（
問
）
と
「
答
」
を
重
ね
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
外
題
に
は
「
変
計
所
執
論
義
」、
表
紙
右
下
に
「
良
盛
」
と
あ
る
。
本
史
料
が
作

成
さ
れ
た
時
期
に
関
し
て
は
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
義
科
名
に
注
目

す
る
と
、『
義
演
日
記
』
と
「
論
義
着
到
」
で
は
、「
変
計
所
執
」
と
は
別
に
「
遍
計

所
執
」・「
反
化
所
執
」・「
徧
計
所
執
」・「
変
化
所
執
」・「
反
計
所
執
」
等
、
様
々
な
表

記
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
「
論
義
着
到
」
の
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
十
二
月

廿
一
日
の
義
科
に
は
「
変
計
所
執
」
の
表
記
が
用
い
ら
れ
、
し
か
も
両
者
が
同
筆
と

判
断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
論
義
」
後
に
時
を
置
か
ず
、
問
答
が
記
さ
れ
た
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
下
に
本
史
料
の
一
部
を
掲
げ
る
。

　
　
　
　

一
ノ
難
三

　
　

帖
有
記
《
無
》
有
ナ
ラ
ハ
、
常
設
ノ
凡
夫
歟
、

　
　
　
　

一
の
答
三

　
　

左
様
テ
ハ
ナ
イ
、

　
　
　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
　
　

二
ノ
難
一

　
　

委
細
ノ
御
問
答
テ
自
因
ム
御
答
ハ
知
不
知
ヲ
以
テ
来
所
ヲ
分
ル
ト
聞
ヘ
候
歟
、

　
　
　
　

二
ノ
答
一

　
　

中
々
、

　
　
　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
　
　

四
ノ
難
一

　
　

不
二
智
ナ
レ
ト
モ
無
レ
ハ
所
発
ノ
来
縁
難
シ
ト
起
シ
、

　
　
　
　

四
ノ
答
一

　
　

中
々
、
無
シ
テ
来
縁
所
発
ノ
仏
智
ヲ
得
ラ
ル
コ
ト
云
ハ
諸
定
義
門
テ
候
、

　
　
　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
　
　

五
ノ
難
二

　
　

自
宗
ノ
仏
智
也
ト
モ
、
隔
執
ヲ
不
ン
ハ
捨
、
難
シ

現
ア
ラ
ハ
レ、

　
　
　
　

五
ノ
答
二

　
　

何
ニ
事
ニ
、

　

こ
の
よ
う
に
、
問
者
が
立
て
た
「
難
」
に
対
し
て
「
答
」
の
側
の
講
師
は
、
肯
定

（「
中
々
」）、
否
定
（「
左
様
テ
ハ
ナ
イ
」）、
付
加
説
明
、
そ
し
て
聞
き
返
し
（「
何
ニ

事
ニ
」）
等
を
返
す
。
問
者
は
講
師
の
「
答
」
を
受
け
、
時
に
新
た
な
疑
問
を
立
て
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て
問
答
す
る
こ
と
に
よ
り
義
科
の
理
解
深
め
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
の
問
答
と
し
て

は
、
高
野
山
で
行
わ
れ
た
「
謂
立
論
義
」
に
そ
の
類
似
性
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
こ
で
宝
性
院
に
伝
わ
る
「
謂
立
集
」
に
第
三
十
四
の
義
科
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る

「
遍
計
所
執
」
の
問
答
の
一
部
を
載
せ
る（

（3
（

。

　
　

遍
計
所
執
当
情
現
之
法
也
、

　
　
　

会
云
、
当
情
現
ノ
迷
闇
本
有
ノ
性
徳
意
得
、

　
　
　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　

智
不
智
仏
衆
生
之
作
業
也
、

　
　
　

会
云
、
宗
之
意
不
智
ニ
添
テ
智
、　

又
約
為
表
邊
、

　
　
　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　

五
重
唯
識
之
中
、
如
第
一
遣
虚
存
実
識
遣
遍
計
之
虚
妄
存
依
円
之
実
故
、

　
　
　

会
云
、
不
了
ノ
教
判
与
宗
ノ
所
談
替
、

　

本
史
料
は
高
野
山
の
謂
立
論
義
を
勤
修
す
る
際
に
用
い
ら
れ
た
問
答
草
と
な
る
。

そ
も
そ
も
、
真
言
の
「
論
義
」
は
、
自
ら
の
主
張
（
宿
命
）
を
貫
徹
す
る
た
め
に
、

種
々
の
道
理
文
証
を
挙
げ
て
広
く
論
ず
る
が
、
結
局
は
因
由
根
拠
に
基
づ
く
自
ら
の

主
張
た
る
所
立
と
、
そ
の
主
張
の
根
拠
た
る
因
由
を
、
異
な
っ
た
立
場
か
ら
「
会
」

通
す
る
た
め
の
会
釈
で
あ
る
と
さ
れ
る（

（3
（

。
中
世
高
野
山
で
は
こ
の
問
答
を
基
本
と
す

る
様
々
な
形
式
の
「
論
義
」
が
勤
修
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
の
一
つ
が
問
者
と
講
師
間

の
「
謂
立
論
義
」
で
あ
り
、
そ
の
問
答
を
集
め
た
「
謂
立
集
」
が
作
成
さ
れ
た
。
右

の
よ
う
に
、問
に
対
し
て
、「
会
云
」と
し
て
始
ま
る
答
が
繰
り
返
さ
れ
る
。し
か
し
、

こ
の
高
野
山
に
見
ら
れ
る
「
遍
計
所
執
」
は
、
先
の
良
盛
の
「
変
計
所
執
」
の
よ
う

な
口
語
的
表
現
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
「
謂
立
論
義
」
で
は
、「
論
義
」

の
唱
文
中
で
「
中
々
」・「
左
様
ジ
ャ
」「
何
ン
ト
ノ
」
等
の
口
語
定
型
的
表
現
が
用

い
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
今
日
の
高
野
山
の
「
論
義
」
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る（

（4
（

。
自
ら
の
主
張
と
そ
れ
と
相
反
す
る
根
拠
を
立
て
、
そ
こ
か
ら
自
ら
が
立
て

た
主
張
を
貫
徹
す
る
論
法
は
、「
古
義
」・「
新
義
」
い
ず
れ
の
「
論
義
」
に
お
い
て

も
共
通
し
て
い
る
。し
か
し
、中
世
か
ら
高
野
山
の「
論
義
」で
用
い
ら
れ
る「
中
々
」・

「
左
様
ジ
ャ
」「
何
ン
ト
ノ
」
は
、「
変
計
所
執
問
答
抄
」
中
の
「
中
々
」・「
左
様
テ

ハ
ナ
イ
」・「
何
ニ
事
ニ
」
と
類
似
し
た
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
論
義
」
所
作
の

類
似
性
か
ら
、
毎
月
論
義
の
み
な
ら
ず
中
世
高
野
山
の
「
古
義
」
の
「
論
義
」
の
形

が
確
認
で
き
よ
う
。

　

こ
こ
で
毎
月
論
義
と
は
離
れ
て
、
義
演
の
「
古
義
」・「
新
義
」
の
認
識
が
う
か
が

え
る
史
料
に
注
目
す
る
。
前
章
に
お
い
て
、
二
度
目
の
毎
月
論
義
を
含
む
醍
醐
寺
内

の
「
論
義
」
勤
修
と
、
徳
川
幕
府
に
よ
る
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
「
真
言
宗
諸

法
度
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
た
。
徳
川
幕
府
に
よ
る
法
度
制
定
の
経
緯
は
辻
氏

に
よ
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
「
真
言
宗
諸
法
度
」
に
関
し
て
は
坂
本
正
仁

氏
の
研
究
に
よ
り
関
連
史
料
が
検
討
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

　

と
こ
ろ
で
同
年
に
関
連
諸
寺
院
に
以
下
の
朱
印
状（

（4
（

が
送
ら
れ
て
い
る
。

　
　

一
事
相
・
教
相
習
学
、
観
心
尤
可
為
専
要
事
、

　
　

一�

新
義
之
僧
、
積
二
十
ヶ
年
学
問
之
功
、
遂
住
山
三
ヶ
年
、
其
後
帰
国
法
談
可

為
一
会
、
但
数
年
住
山
之
仁
有
教
道
、
器
量
之
誉
者
、
任
能
化
之
許
、
可
令

常
法
談
執
行
事
、

　

こ
こ
で
は
「
新
義
之
僧
」
の
修
学
を
め
ぐ
り
、
幕
府
か
ら
規
制
が
下
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
「
真
言
宗
諸
法
度
」
の
制
定
の
直
前
の
、『
義
演
日
記
』
慶
長
廿
年
五
月
廿
一

日
条
に
は
「
古
義
」・「
新
義
」
に
関
わ
る
記
事
が
見
ら
れ
る
。
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�

出
京
、
真
言
論
義
於
二
條
城
在
之
、
為
聴
聞
参
、
論
題
西
方
・
非
西
方
新
儀
、　

智
積
院
、

于
時
予
ニ
御
尋
、
行
者
本
尊
ニ
ム
カ
ハ
ネ
ハ
、
本
尊
行
者
ニ
向
フ
ト
云
儀
也
、

　

右
は
二
条
城
に
お
け
る
「
真
言
論
義
」
で
、
そ
の
所
作
は
智
積
院
に
よ
り
「
新
儀
」

（
新
義
）
で
行
わ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
論
義
」
の
な
か
で
、
義
演
に
大

御
所
家
康
よ
り
本
尊
に
向
っ
て
の
行
者
の
所
作
に
つ
い
て
「
御
尋
」
が
あ
り
、
応
答

の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
義
演
が
「
論
義
」
の
所
作
を
熟
知
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
真
言
宗
諸
法
度
」
は
、
単
に
将
軍
家
の
意
向
に
基
づ
く
制
定

で
な
く
、
義
演
の
意
思
が
加
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
『
義
演
日
記
』
の
慶
長
廿
年
六

月
の
記
事
で
、
こ
の
法
度
の
制
定
の
た
め
に
し
ば
し
ば
伝
長
老
と
談
合
を
行
っ
た
こ

と
か
ら
知
ら
れ
る
。
ま
た
、『
義
演
日
記
』
の
慶
長
廿
年
七
月
十
日
条
の
「
真
言
宗

法
度
ノ
中
、
高
野
五
ヶ
寺
可
号
本
寺
」
と
の
記
述
に
よ
り
、「
真
言
宗
諸
法
度
」
に

高
野
山
を
含
む
「
五
ヶ
寺
」
が
「
本
寺
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

そ
の
「
五
ヶ
寺
」
に
つ
い
て
は
元
和
元
年
七
月
十
二
日
条
に
、「
仁
和
寺
・
高
雄
・

東
寺
・
醍
醐
并
高
野
五
ヶ
寺
、
為
本
寺
令
交
衆
、
叶
励
事
・
教
之
修
学
由
也
」
と
し

て
、「
仁
和
寺
・
高
雄
・
東
寺
・
醍
醐
・
高
野
」
が
「
本
寺
」
と
し
て
「
事
・
教
」

相
を
修
学
す
る
拠
点
と
さ
れ
た
。
こ
の
「
五
ヶ
寺
」
の
内
「
東
寺
・
醍
醐
・
高
野（

（4
（

」
は
、

慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
の
「
教
相
」
再
興
を
命
ず
る
黒
印
状
に
列
記
さ
れ
た
寺

院
で
あ
る
。
こ
れ
ら
「
五
ヶ
寺
」
は
「
古
義
」
と
い
う
直
接
的
な
表
記
は
な
い
も
の

の
、い
ず
れ
も「
古
義
」を
代
表
す
る
寺
院
で
あ
る
。つ
ま
り
、元
和
元
年（
一
六
一
五
）

の
「
真
言
宗
諸
法
度
」
は
特
に
「
古
義
」・「
新
義
」
の
区
別
を
明
確
に
意
識
し
た
法

令
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

時
代
が
下
り
、
義
演
は
前
掲
の
諸
法
度
を
も
と
に
新
た
な
寺
法
を
作
成
す
る
。『
義

演
日
記
』
の
寛
永
二
年
四
月
五
日
条
に
み
え
る
、「
真
言
宗
諸
法
度
・
山
伏
諸
法
度
・

醍
醐
諸
法
度
下
書
調
畢
、
今
度
江
戸
下
向
ニ
付
、
可
訴
訟
用
意
耳
」
に
注
目
す
る
と
、

義
演
は
入
滅
の
一
年
前
に
、
真
言
・
修
験
に
関
わ
る
「
諸
法
度
」
を
草
し
、
そ
の
承

認
を
求
め
る
た
め
江
戸
へ
下
向
す
る
。
そ
の
「
下
書
」
の
内
、「
真
言
宗
諸
法
度
」

の
内
容
と
見
ら
れ
る
史
料
が
現
存
す
る（

（4
（

。そ
の
中
に
は
、「
衣
躰
・
官
位
・
坊
位
以
下
、

万
事
守
先
例
不
可
致
新
儀
」
と
あ
り
、
慣
習
と
し
て
の
旧
例
に
対
す
る
新
規
の
取
り

組
み
と
い
う
意
味
と
し
て
「
新
儀
」
が
用
い
ら
れ
る
一
方
で
、

　
　

一�

新
儀
之
所
化
等
、
専
積
教
相
之
学
功
、
可
探
論
儀
之
渕
底
処
、
当
時
之
為
躰
、

望
名
聞
之
高
誉
、
無
真
実
之
稽
古
故
、
幽
蛍
雪
之
光
、
薄
教
化
之
芳
、
剰
未

証
為
証
自
慢
何
事
乎
、
殆
不
修
眼
肝
之
事
相
、
殊
不
行
四
度
加
行
、
既
背
祖

師
之
柄〔

炳
〕戒
、
破
密
宗
之
法
式
、
是
非
魔
党
哉
、
於
不
従
此
誡
輩
者
、
早
可
有

放
門
、

の
よ
う
に
、
専
ら
に
「
教
相
之
学
功
」
を
積
む
「
新
儀
之
所
化
」
と
は
、
高
野
山
等

の
「
古
義
」
に
対
比
さ
れ
る
根
来
寺
等
の
「
新
義
」（
史
料
中
で
は
「
新
儀
」）
の
真

言
行
者
を
示
し
て
い
る
。
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
徳
川
幕
府
に
よ
る
「
真
言
宗

諸
法
度
」
の
内
容
が
「
古
義
」・「
新
義
」
を
意
識
し
た
、
真
言
宗
教
団
が
守
る
べ
き

規
則
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
義
演
に
よ
り
草
さ
れ
た
法
度
は
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）

の
法
度
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
と
り
わ
け
本
末
関
係
を
意
識
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
坂
本
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
新
た
な
法
度
承
認
を
求
め
て
義
演

が
江
戸
に
下
向
し
た
も
の
の
、
こ
の
法
度
が
真
言
宗
全
体
に
具
体
的
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
は
な
か
っ
た（

（4
（

と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
義
演
に
よ
る
「
古
義
」・「
新

義
」
の
認
識
の
も
と
で
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
諸
法
度
と
共
通
的
に
見
ら
れ

る
「
新
義
」
へ
の
戒
め
は
、「
古
義
」
を
重
視
す
る
義
演
の
姿
勢
に
よ
る
も
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
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以
上
の
よ
う
に
、
前
章
で
の
毎
月
論
義
再
興
で
、
義
演
が
「
古
義
」
と
「
新
義
」

を
判
別
し
た
要
因
を
、
義
科
と
問
答
形
式
か
ら
検
討
し
た
。
特
に
高
野
山
の
指
南
に

よ
る
義
科
と
そ
の
問
答
か
ら
、
義
演
が
求
め
た
「
古
義
」
が
う
か
が
え
る
と
共
に
、

義
演
が
草
し
た
と
見
ら
れ
る「
真
言
宗
諸
法
度
」等
よ
り
、義
演
の「
古
義
」・「
新
義
」

に
対
す
る
認
識
、
さ
ら
に
は
毎
月
論
義
を
始
め
常
に
「
古
義
」
を
重
視
す
る
姿
勢
が

確
認
で
き
る
。

　

と
は
い
え
、
義
演
は
「
新
義
」
を
排
除
し
た
訳
で
決
し
て
は
な
か
っ
た
。
一
章
で

提
示
し
た
（
表
一
）
の
史
料
は
、
義
演
が
「
不
快
」
と
思
い
な
が
ら
も
自
ら
「
新
義
」

の
問
答
草
を
入
念
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
史
料
に
は
、「
新
義
」
に

対
す
る
明
確
な
認
識
は
記
さ
れ
な
い
が
、「
新
義
」
を
排
除
す
る
こ
と
な
く
、
よ
り

慎
重
に
扱
お
う
と
の
意
図
が
う
か
が
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
義
演
に
と
っ
て
の
教
学
修

学
と
は
、「
古
義
」
を
優
先
し
な
が
ら
も
、「
新
義
」
を
併
せ
て
受
容
す
る
と
こ
ろ
に

そ
の
特
徴
が
見
ら
れ
よ
う
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

今
日
の
醍
醐
寺
の
教
相
研
究
は
中
世
を
中
心
に
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
本
論
で
は

近
世
初
期
に
於
け
る
義
演
の
教
学
興
隆
に
注
目
し
た
。
特
に
、
義
演
に
よ
る
毎
月
論

義
再
興
の
中
に
見
ら
れ
る
、
義
演
の
教
相
を
め
ぐ
る
認
識
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

ま
ず
、
鎌
倉
後
期
に
起
源
を
も
つ
毎
月
論
義
は
、
廃
絶
の
後
に
少
な
く
と
も
二
度

に
わ
た
る
再
興
が
な
さ
れ
、
初
度
の
再
興
は
根
来
寺
の
学
僧
と
の
関
わ
り
の
中
で
実

現
し
た
。
義
演
が
根
来
寺
僧
へ
印
可
（
事
相
）
を
授
け
る
一
方
で
、
根
来
寺
吉
祥
院

が
醍
醐
寺
僧
へ
「
論
義
」
を
指
南
す
る
と
い
う
関
係
は
、
か
つ
て
根
来
寺
頼
瑜
と
醍

醐
寺
報
恩
院
と
の
双
務
関
係
に
類
似
し
て
い
る
。こ
の
双
務
関
係
は
、指
南
役
と
な
っ

た
高
野
山
の
学
僧
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

根
来
寺
吉
祥
院
の
指
南
に
よ
る
再
興
に
あ
た
り
、
義
演
は
「
新
義
」
で
あ
る
こ
と

に
違
和
感
を
表
明
し
た
。
そ
し
て
「
新
義
」
の
義
科
に
よ
る
「
論
義
」
の
後
に
、
高

野
山
学
僧
の
指
南
の
も
と
で
、「
古
義
」
の
義
科
に
よ
り
再
興
さ
れ
た
「
論
義
」
が

勤
修
さ
れ
た
。

　

二
度
目
の
再
興
の
き
っ
か
け
は
、
後
に
「
真
言
宗
諸
法
度
」
の
制
定
に
繋
が
る
、

高
野
山
遍
照
光
院
頼
慶
の
働
き
か
け
を
受
け
た
家
康
に
よ
る
「
教
相
再
興
」
の
命
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
勤
修
さ
れ
て
い
た
「
論
義
」
の
多
く
が
時
を
お
か
ず
中
絶

す
る
な
か
で
、
毎
月
論
義
の
二
度
目
の
再
興
は
後
に
も
継
続
し
た
。
生
涯
に
わ
た
り

醍
醐
寺
の
復
興
に
尽
力
し
た
義
演
に
と
っ
て
、
年
中
行
事
と
し
て
の
法
儀
の
復
興
も

ま
た
念
願
の
一
つ
で
あ
り
、
教
学
再
興
の
願
い
の
な
か
で
毎
月
論
義
が
継
続
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
思
い
が
再
興
の
た
め
の
掟
書
の
冒
頭
に
、「
鑚
仰
不
怠
、
可
相

励
真
実
事
」
と
の
一
項
を
掲
げ
さ
せ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

義
演
が
再
興
し
た
毎
月
論
義
に
お
い
て
、
吉
祥
院
の
指
南
に
よ
る
「
論
義
」
を
「
新

義
」
と
即
断
で
き
た
の
は
、「
新
義
」
特
有
の
義
科
と
問
答
形
式
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
即
断
の
根
底
に
は
、
義
演
の
「
新
義
」
教
学
へ
の
理
解
が
う
か

が
え
る
。
ま
た
、
高
野
山
学
僧
の
指
南
に
よ
る
二
度
目
の
再
興
に
お
け
る
義
科
と
問

答
形
式
か
ら
、
義
演
に
と
っ
て
違
和
感
の
少
な
い
「
古
義
」
教
相
の
姿
が
見
え
る
。

さ
ら
に
「
真
言
宗
諸
法
度
」
の
制
定
に
よ
っ
て
、
仁
和
寺
・
高
雄
山
・
東
寺
・
醍
醐

寺
・
高
野
山
と
い
う
「
古
義
」
を
代
表
す
る
五
ヶ
寺
を
中
心
に
、
教
相
を
始
め
と
す

る
真
言
宗
全
体
の
教
学
興
隆
が
図
ら
れ
た
。

　

毎
月
論
義
の
再
興
に
あ
た
り
、「
新
義
」
の
義
科
に
義
演
は
違
和
感
を
見
せ
た
が
、

そ
れ
は
「
新
義
」
を
排
除
し
「
古
義
」
の
み
を
受
容
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。「
古

義
」
を
優
先
し
な
が
ら
も
、「
新
義
」
を
受
け
容
れ
、「
古
義
」・「
新
義
」
を
修
学
す

る
こ
と
が
、
義
演
が
描
い
た
教
相
興
隆
の
あ
り
方
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

な
お
「
新
義
」
を
受
け
容
れ
る
醍
醐
寺
内
の
姿
勢
は
、
江
戸
中
期
の
「
問
答
草
集
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記（
（4
（

」
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
聖
教
は
中
世
か
ら
近
世
に
わ
た
る
講
説
や

問
答
草
を
集
め
た
も
の
で
、
多
く
の
義
科
を
め
ぐ
る
講
師
の
講
説
や
問
者
の
「
難
」

に
つ
い
て
送
り
仮
名
や
節
博
士
等
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
問
答
で
唱
え

ら
れ
て
い
た
か
を
知
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
新
義
本
山
た
る
智
積
院

の
運
敞
が
草
し
た
「
即
心
之
印
」
の
問
答
草
が
見
ら
れ
、
こ
こ
に
「
古
義
」・「
新
義
」

に
わ
た
る
真
言
宗
に
お
け
る
「
論
義
」
の
あ
り
方
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
し
て
「
新

義
」
を
受
け
容
れ
る
姿
勢
は
、
か
つ
て
義
演
が
将
来
を
託
し
た
「
後
生
之
才
学
」
た

ち
が
、
年
中
行
事
の
再
興
の
み
な
ら
ず
、「
古
義
」・「
新
義
」
を
仰
ぐ
義
演
の
認
識

を
受
け
継
い
だ
こ
と
の
結
果
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注（
1
）�「
醍
醐
寺
新
要
録
」
巻
第
四　

上
伽
藍
部　

御
影
堂
篇
（『
醍
醐
寺
新
要
録
』
上　

法
蔵
館
、

平
成
二
六
年
）

（
2
）�

義
演
の
経
歴
は
「
五
八
代
記
」（
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
第
四
号　

宝
蔵
館
、

昭
和
五
七
年
）
に
基
づ
く
。

（
3
）�

坂
本
正
仁
「「
真
言
宗
諸
法
度
」
と
真
言
五
箇
寺
本
寺
の
成
立
に
つ
い
て
―
近
世
初
期
真
言

宗
史
の
一
側
面
―
」（『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
第
三
号
、
昭
和
五
四
年
）、
同
「
も

う
一
つ
の
真
言
宗
諸
法
度
―
義
演
の
構
想
す
る
真
言
宗
―
」（
日
本
密
教
学
会
『
密
教
学
研

究
』
第
四
七
号
、
平
成
二
七
年
）

（
4
）�

関
口
真
規
子
『
修
験
道
教
団
成
立
史
―
当
山
派
を
通
し
て
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
九
年

（
5
）�

中
尾
堯
編
『
鎌
倉
仏
教
の
思
想
と
文
化
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年

（
6
）�

西
弥
生
「
中
世
醍
醐
寺
の
修
法
と
教
相
」（
永
村
眞
編
『
醍
醐
寺
の
歴
史
と
文
化
財
』、
勉
誠

出
版
、
二
〇
一
一
年
）

（
7
）�

永
村
眞
「
中
世
醍
醐
寺
の
教
相
と
論
義
」（
中
尾
堯
編
『
鎌
倉
仏
教
の
思
想
と
文
化
』、
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）

（
8
）�

演
慶
は
『
義
演
日
記
』
慶
長
六
年
十
二
月
廿
日
で
「
宮
内
卿
舜
盛
息
亀
千
代
丸
十
四
歳
、
明
後
日

得
度
、
仮
名
三
位
、
実
名
予
字
ヲ
遣
了
、
演
慶
也
、
反
映
也
」
と
し
て
、
義
演
の
「
演
」
を

も
ら
っ
て
、
慶
長
六
年
に
得
度
し
た
。
演
光
の
入
室
は
不
明
で
あ
る
が
、
演
慶
と
同
時
代
の

入
室
と
見
ら
れ
る
。

（
9
）�「
灌
頂
院
准
三
宮
義
演　

岳
西
院
法
印
演
光　
越
前
国
丸
岡
中
台
寺
法
印
寛
海　

同
寺
法
印
秀
円　

同
寺
法

印
日
元
／
同
寺
法
印
運
寿　

同
寺
法
印
宥
覚
」（「
越
前
国
中
台
寺
法
印
運
壽
授
宥
覚
印
信
血
脈
案
」

『
醍
』
七
二
函
一
三
四
号
）
と
し
て
、
越
前
国
丸
岡
中
台
寺
法
印
寛
海
に
伝
授
等
、
地
方
寺

院
へ
の
伝
授
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。

（
10
）�

元
和
八
年
八
月
吉
日
「
阿
弥
陀
院
演
慶
」（「
阿
弥
陀
讃
・
対
揚
」『
醍
』
一
九
六
函
四
八
号
）

（
11
）�

慶
長
拾
年
八
月
廿
二
日
「
大
法
師　

演
慶
（
花
押
）
／
大
法
師　

演
光
（
花
押
）」（「
醍
醐

寺
山
上
・
山
下
学
侶
中
連
署
状
」『
醍
』
九
五
函
二
四
号
）

（
12
）�「
論
義
着
到
第
一
」（『
醍
』
一
二
九
函
三
三
号
）、「
論
義
着
到
第
二
」（『
醍
』
一
三
三
函
二
三
号
）

（
13
）�「
釈
摩
訶
衍
論
序
鈔
」（『
醍
』一
九
三
函
二
号
一
番
）、「
大
日
経
疏
第
五
演
奥
抄
第
二
」（『
醍
』

一
九
三
函
一
号
三
ー
二
番
）

（
14
）�「
天
正
八
年
二
月
十
二
日
小
池
房
頼
玄
云
之
」（「
所
作
法
」（
根
来
寺
文
化
研
究
所
編
『
根
来

寺
史　

史
料
編
一
』
昭
和
六
二
年
、
頁
一
八
四
））、「
天
正
九
年
二
月
十
四
日
往
生
院　

塔

供
養　

導
師
頼
玄
七
十
六
」（「
曼
荼
羅
供
作
法
甚
鏡
房　

勢
辰　

六
通
之
内
」（
根
来
寺
文
化
研
究
所
編

『
根
来
寺
史　

史
料
編
一
』
昭
和
六
二
年
））

（
15
）�

根
来
寺
月
輪
院
隆
済
に
印
可
授
与
（『
義
演
日
記
』
慶
長
二
年
二
月
朔
日
条
）、
慶
長
六
年
、

根
来
寺
中
性
院
僧
正
専
誉
（
元
小
池
）
の
極
官
任
命
に
関
与
（『
義
演
日
記
』
慶
長
六
年
二

月
十
六
日
条
）。

（
16
）�

永
村
眞「
中
世
醍
醐
寺
と
根
来
寺
」（『
新
義
真
言
教
学
の
研
究
』、大
蔵
出
版
、二
〇
〇
二
年
）、

同
「
頼
瑜
法
印
と
醍
醐
寺
」（
智
山
勧
学
会
『
智
山
学
報
』（
五
二
）、
二
〇
〇
三
年
）

（
17
）�

慶
長
七
年
九
月
三
日
「
高
野
山
文
殊
院
勢
誉
」（『
醍
』
二
八
函
三
三
号
）

（
18
）�「
義
演
准
后
附
法
覚
書
」（「
東
寺
金
堂
棟
礼
案
」『
醍
』
一
〇
三
函
九
四
号
）

（
19
）�『
義
演
日
記
』
慶
長
二
年
三
月
十
八
日
条
、「
義
演
授
上
人
応
其
印
信
紹
文
」（『
醍
』
一
七
八

函
四
号
）

（
20
）�「
義
演
授
勢
誉
印
信
紹
文
」（『
醍
』
一
七
八
函
六
号
）

（
21
）�『
義
演
日
記
』
慶
長
十
四
年
～
十
六
年
の
記
事

（
22
）�

慶
長
十
四
年
十
二
月
廿
一
日
、
慶
長
十
五
年
十
一
月
六
日
・
十
一
月
廿
一
日
・
十
二
月
六
日
・
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十
二
月
廿
一
日
、
慶
長
十
六
年
正
月
廿
一
日
・
二
月
廿
一
日
・
四
月
六
日
論
義
執
行
（『
義

演
日
記
』）

（
23
）�
辻
善
之
助
「
寺
院
法
度
の
制
定
」（『
日
本
仏
教
史　

第
八
巻　

近
世
篇
之
二
』、
岩
波
書
店
、

一
九
八
三
年
）

（
24
）�『
義
演
日
記
』
同
二
月
十
三
日
条
「
教
相
学
文
ノ
事
、
東
寺
ニ
以
大
蔵
卿
奉
書
宝
厳
院
マ
テ

仰
遣
了
」

（
25
）�

辻
氏
注
（
23
）
前
掲
論
文
参
照

（
26
）�「
東
寺
長
者
三
宝
院
義
演
下
知
状
案
」（『
醍
』
二
八
函
七
九
号
）

（
27
）�

辻
氏
注
（
23
）
前
掲
論
文
参
照

（
28
）�

教
相
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
院
家
と
の
関
わ
り
は
中
世
醍
醐
寺
で
も
類
似
例
が
見
ら
れ
る
が
そ

の
こ
と
は
別
稿
で
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
29
）�『
義
演
日
記
』
慶
長
四
年
八
月
九
日
条
「「
翌
十
三
日
、
大（

豊
臣
秀
吉
）

閣
御
所
御
追
善
ト
シ
テ
結
縁
〇灌

頂

執
行

可
申
、
導
師
ハ
高
野
山
宝（

政
遍
）

性
院
也
、
然
者
為
証
明
、
乍
卒
尓
申
入
度
之
由
送
了
、
然
者
今
夕

印
可
宝
性
院
申
入
度
之
由
、
同
申
送
了
、
則
同
心
」。
な
お
、「
准
三
宮
法
務
前
大
僧
正
義
演

授
頼
真
許
可
灌
頂
印
信
紹
文
案
」（『
醍
』
七
七
函
一
〇
二
号
）
の
端
裏
書
に
「
許
可
印
信
高
野

山
宝
性
院
法
印
政
遍
同
壇
五
人
、
道
場
金
剛
輪
院
護
摩
堂
」
と
記
さ
れ
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
複
数
人
の
高
野
山
僧
が

印
可
を
受
け
た
こ
と
が
『
醍
』
の
史
料
に
も
現
存
さ
れ
て
い
る
。

（
30
）�

こ
の
宝
亀
院
は
政
遍
の
後
継
者
と
し
て
、
慶
長
十
九
年
に
宝
性
院
を
譲
ら
れ
（「
宝
性
院
政

遍
置
文
案
」（『
醍
』
三
三
函
二
八
号
））、
そ
れ
以
降
は
入
滅
（『
義
演
日
記
』
元
和
五
年
五

月
七
日
）
ま
で
『
義
演
日
記
』
に
お
い
て
「
宝
性
院
」
と
し
て
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
法

名
は
不
詳
。

（
31
）�『
義
演
日
記
』
慶
長
十
四
年
七
月
六
日
条

（
32
）�『
義
演
日
記
』
に
は
「
東
大
寺
円
乗
坊
」
と
坊
名
ま
で
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、「
円
乗

房
良
意
書
状
」（『
醍
』
一
八
六
函
三
号
ウ
一
番
）
の
「
円
乗
良
意
」、「
竪
義
草
紙
」（『
醍
』

二
九
一
函
二
号
）
に
「
東
大
寺
禅
侶
円
乗
坊
号　
　

法
輪
院
」
と
あ
る
た
め
、
東
大
寺
法
輪
院
円
乗
坊

良
意
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
円
乗
坊
と
略
記
す
。

（
33
）�

櫛
田
良
洪
「
新
義
真
言
宗
教
団
の
形
成
」（『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』
山
喜
房
佛
書
林
、

昭
和
三
九
年
）

（
34
）�

吉
祥
院
に
よ
る
毎
月
論
義
と
一
章
の
（
表
一
）
の
「
抄
物
」
共
に
最
初
に
用
い
ら
れ
た
「
六

大
法
身
」
は
時
代
は
下
る
が
、
明
治
時
代
編
纂
の
『
智
山
通
志
』
の
「
論
義
由
来
」
で
、「
新

義
」
の
「
論
義
」
に
つ
い
て
「
開
山
ノ
新
義
ナ
ル
者
ハ
、
祖
業
ニ
居
シ
テ
更
ニ
精
説
細
論
ヲ

遂
ゲ
給
ヘ
ル
ニ
出
テ
、
素
ヨ
リ
高
祖
ノ
真
意
ヲ
発
揮
シ
給
ヘ
ル
ニ
外
ナ
ラ
ズ
、
密
教
ノ
法
門

ハ
開
山
発
明
ノ
新
義
ニ
依
リ
テ
始
メ
テ
善
尽
シ
美
尽
ス
ニ
至
レ
リ
。（
中
略
）、
従
来
高
野
山

等
ノ
所
伝
ハ
、
高
祖
ノ
御
意
、
仏
心
ヲ
四
身
自
性
身
受
用
身
、

変
化
身
等
流
身
、
ニ
摂
シ
尽
シ
給
フ
ユ
ヱ
ニ
、
一
切

ノ
仏
心
ハ
四
身
ノ
域
ニ
出
デ
ズ
ト
談
ジ
キ
。
此
御
説
、
大
日
経
疏
指
心
鈔
巻
第
ハ
自
性
法
身

ナ
リ
。
然
ル
ニ
我
開
山
ハ
、
聖
位
礼
懺
二
経
ノ
文
ニ
依
リ
、
五
種
法
身
ノ
説
ヲ
立
テ
、
大
日

ハ
法
界
身
ナ
リ
。自
性
身
ニ

ア
ラ
ズ
、
法
界
身
者
六
大
法
身
ト
判
ジ
給
フ
。是
レ
実
ニ
空
前
ノ
発
見
ニ
シ
テ
、

先
哲
未
発
ノ
新
義
ニ
非
ズ
ヤ
。（
中
略
）、
又
高
祖
ハ
、
即
身
義
ニ
於
テ
、
六
大
能
造
ノ
説
ヲ

案
立
セ
ヲ
レ
シ
モ
、
未
ダ
大
日
能
造
ノ
説
ヲ
判
然
セ
シ
メ
給
ハ
ズ
。
開
山
乃
チ
高
祖
ノ
真
意

ヲ
探
リ
テ
、
諸
法
ノ
根
元
六大
ト
諸
尊
ノ
總
躰
大日
ト
根
元
ト
總
躰
ト
ハ
文
ヲ
互　
　

ニ
ス
ベ
シ
、
今
且
顕
一
邊
耳
、
人
法
一
致
ノ
宗
意
ナ

ル
ユ
ヱ
、
大
日
即
能
造
ナ
リ
ト
ノ
新
義
ヲ
発
明
シ
、
法
界
身
大日
ハ
六
大
法
身
ト
断
シ
給
ヘ
リ
。

惟
フ
ニ
此
六
大
法
身
ノ
説
コ
ソ
、
所
謂
大
日
如
来
ノ
躰
性
ヲ
定
ム
可
キ
密
教
ノ
根
本
要
義
ナ

レ
バ
、
之
ヲ
発
見
シ
給
ヘ
シ
我
開
山
ハ
、
実
ニ
密
教
中
興
ノ
祖
ト
謂
フ
可
キ
ナ
リ
、
諡
号
興

教
ノ
文
字
能
々
翫
味
ス
ベ
シ
。
開
山
諡
号
ノ
発
言
ハ
運
敞

僧
正
ノ
所
草
瑞
林
集
載
之
、
」（
日
野
栄
順
（
編
）『
智
山
通
志
』、
智

嶺
新
報
社
、
明
治
三
四
年
）
と
し
て
、
新
義
真
言
宗
開
祖
興
教
大
師
覚
鑁
は
真
言
密
教
教
主

と
な
る
大
日
如
来
は
法
身
界
と
し
て
、
す
な
わ
ち
「
六
大
法
身
」
で
あ
る
と
解
釈
し
た
こ
と

に
よ
り
、「
六
大
法
身
」
が
新
義
の
根
本
要
義
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
義
演
は
こ
の
よ

う
は
「
新
義
」
教
学
の
理
解
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
35
）�

真
言
宗
全
書
刊
行
会
編
『
真
言
宗
全
書　

第
十
九
巻
』、
一
九
三
三
年

（
36
）�『
法
談
論
議
要
集
』
の
六
巻
「
宗
義
謂
立
会
釈
目
録
宝
性
院
」
と
八
巻
「
宗
義
優
婆
提
舎
謂
立
集

無
量
寿
院
」
に
同
内
容
が
伝
わ
る
（
水
原
尭
栄
編
『
法
談
論
議
要
集
』、
金
剛
寺
、
一
九
三
九
年
）。

（
37
）「
変
計
所�

執
問
答
抄
」（『
醍
』
二
六
二
函
七
号
）

（
38
）�「
宗
義
謂
立
会
釈
目
録
宝
性
院
」（
水
原
尭
栄
編
『
法
談
論
議
要
集
』、
第
六
巻
、
金
剛
寺
、

一
九
三
九
年
）

（
39
）�
栂
尾
祥
雲
「
第
五　

近
世
学
道
史
」
の
「
四　

南
山
比
喩
論
義
」（『
日
本
密
教
学
道
史
』、

高
野
山
大
学
出
版
部
、
昭
和
十
七
年
）
参
照

（
40
）�

静
慈
圓
「
高
野
山
の
論
義
―
山
王
院
竪
精
の
本
講
論
義
―
」（
智
山
観
学
会
編
『
論
議
の
研

究
』、
青
史
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
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D
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ple: Gien's Perception 
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raditional T
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R
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D
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K
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［Abstract

］Gien Jugo (1558-1626) is view
ed as a patriarchal figure 

responsible for restoring D
aigo-ji T

em
ple to prom

inence in the early 
m
odern period, and he is also know

n for carrying out a variety of 
reform

s not only at D
aigo-ji T

em
ple but in the Shingon order at large.  

H
is w
ork w

ithin the tem
ples, in particular, w

as not lim
ited to putting 

the tem
ple precincts in order, and his aim

 w
as also to m

ake Shingon 
studies flourish both in term

s of ritual practice (jiso) and doctrinal 
study (kyoso).  In light of the fact that present-day researches on 
doctrinal study (kyoso) at D

aigo-ji T
em
ple have concentrated m

ostly 

on the m
edieval period (approxim

ately 12th to 16th centuries), the 
present study focuses on the case of Gien at the start of the early 
m
odern period.  T

he exam
ination here is concerned in particular w

ith 
Gien’s perceptions as seen in the m

onthly debates on doctrine that 
w
ere revived by Gien.
It should be noted first of all that the m

onthly debates on doctrine 
w
ent through tw

o m
ain periods of revival.  In Part 1 of this study, the 

first period of revival is investigated in term
s of the relationship w

ith 
Shingon doctrine of the Shingi School (new

 or reform
ed teaching), and 

in Part 2, the second period of revival is investigated in term
s of the 

relationship w
ith Shingon doctrine of the K

ogi School (old or 
traditional teaching).  Both these are exam

ined for w
hat they reveal 

about Gien’s perception of the K
ogi School and the Shingi School.  

T
hese revivals of doctrinal debate involved the support of scholar 
priests at the tem

ples that w
ere representative centers for the various 

doctrines, and this study looks at that support.  It also directs 
attention to the doctrinal topics (gika) that w

ere valued in the Shingi 
School (reform

ed teaching) and that w
ere a factor in the distinction 

that G
ien m

ade betw
een Shingi and K

ogi.  T
his is show

n by 
com
parison of the topics chosen for the doctrinal debates at the 

different tem
ples.  From

 this, Part 3 further exam
ines the state of 

doctrinal debate on Shingon teachings during the tim
e from

 the late 
m
edieval period into the first part of the early m

odern period.  It 
further describes how

 the tem
ples that w

ere representative centers 
for the various doctrines also provided a basis for Gien to distinguish 

（
41
）�

坂
本
氏
注
（
3
）
前
掲
論
文
参
照

（
42
）�
醍
醐
寺
内
に
は
数
多
く
書
写
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
正
文
と
な
る
『
醍
』
三
六
函
四
号

を
用
い
る
。

（
43
）�「
東
寺
長
者
三
宝
院
義
演
下
知
状
案
」（『
醍
』
二
八
函
七
九
号
）

（
44
）�『
醍
』
四
三
函
三
〇
号
・『
醍
』
一
〇
三
函
一
一
九
号

（
45
）�

坂
本
正
仁
「
も
う
一
つ
の
真
言
宗
諸
法
度
―
義
演
の
構
想
す
る
真
言
宗
―
」（
日
本
密
教
学

会
『
密
教
学
研
究
』
第
四
七
号
、
平
成
二
七
年
、
頁
一
～
頁
十
六
）

（
46
）�「
問
答
草
集
記
」（『
醍
』
七
二
函
一
五
七
号
）

（
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
課
程
後
期
、
二
〇
一
八
年
満
期
退
学
）
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醍醐寺義演准后の教学活動

the K
ogi School and Shingi School teachings. 

In distinguishing the K
ogi School and Shingi School in this w

ay, Gien 
gave priority to the K

ogi School (traditional teaching) w
hile also 

exerting every effort to develop Shingon teachings and doctrinal 
study (kyoso, as distinct from

 ritual practice, jiso).  H
e prom

oted this 
in the form

 of dual study of reform
ed and traditional teachings 

together(shin-ko kengaku), an approach that accepts Shingi School 
teaching but an approach that had fallen out of favor at that tim

e.  
W
hat Gien hoped for w

as that scholarly study and practice w
ould be 

continued by later ages, and, as if this hope had been heard and acted 
on, later studies gradually becam

e m
ore affi

rm
ative in the acceptance 

of Shingi School teachings.

［Key W
ords

］Gien,  doctrinal study (kyoso),  m
onthly debates,  K

ogi 
School (traditional teaching),  Shingi School (reform

ed teaching)


